
 

四
七
年
七
月
辞
任

 
 

一
〇
月
　
新
潟
大
学
で
開
催
さ
れ
た
人
類
・
民
族
二
学
会
連
合
大
会
の
後
の

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
佐
渡
を
ま
わ
る
。

 

一
〇
月
　
雑
誌
「
民
話
」
創
刊
。

 

編
集
委
員
と
し
て
参
加
し
、三
九
年
九
月
、第
二
四
号
ま
で
で
停
刊
に
な
る
ま
で
、

ほ
ぼ
隔
月
に
「
年
よ
り
た
ち
」
を
連
載
。

 

八
月
　
九
学
会
連
合
佐
渡
調
査
に
民
族
学
会
か
ら
参
加
。

 
 

十
二
指
腸
潰
瘍
に
て
癌
研
究
所
病
院
田
崎
、
緑
川
両
博
士
よ
り
長
期
療
養
を

命
ぜ
ら
れ
る
。

 
 

九
月
〜
年
末
　
療
養
中
で
外
出
禁
止
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
「
瀬

戸
内
海
島
嶼
の
開
発
と
そ
の
社
会
形
成
」（
学
位
論
文
）
を
執
筆
。

 

九
月
か
ら
筆
を
と
り
年
末
に
擱
筆
。
宮
本
の
意
志
で
進
ん
で
書
い
た
の
は
こ
の

書
物
だ
け
。

 
 

一
一
月
　『
日
本
残
酷
物
語
』
の
刊
行
は
じ
ま
る
。

 

第
一
巻
「
貧
し
き
人
々
の
む
れ
」
は
一
一
月
三
〇
日
発
行
。
宮
本
常
一
、
山
本

周
五
郎
、
山
代
巴
、
楫
西
光
速
監
修
で
あ
る
が
、
宮
本
の
こ
れ
に
注
い
だ
情
熱

は
『
風
土
記
日
本
』
に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。


